
電気のふるさと 16

セ
ン
タ
ー
掲
示
板

17 電気のふるさと

あ
な
た
の
地
域
の
担
い
手
づ
く
り

最
近
の
研
修
事
業
か
ら

■
お
問
い
合
わ
せ
先
■

㈶
電
源
地
域
振
興
セ
ン
タ
ー
人
材
育
成
課

０
３
‐
５
５
６
２
‐
９
８
１
０

e-m
ail : jinzai@

div.dengen.or.jp

【
講
義
】地
域
を
元
気
に
す
る「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ビ
ジ
ネ
ス
」

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ビ
ジ
ネ
ス
総
合
研
究
所　

所
長
細ほ

そ

内う
ち

信の
ぶ

孝た
か

第
十
六
回「
電
気
の
ふ
る
さ
と
じ
ま
ん
市
」を

開
催
し
ま
す

企
業
の
誘
致
・
立
地
促
進
を
支
援
し
ま
す

「
第
十
六
回　

電
気
の
ふ
る
さ
と
じ
ま
ん

市（
主
催
㈶
電
源
地
域
振
興
セ
ン
タ
ー
）」

を
十
一
月
十
八
日
㈮
か
ら
二
十
日
㈰
ま
で

の
三
日
間
、
今
年
も
千
葉
市
の
幕
張
メ
ッ

セ
に
お
い
て
開
催
し
ま
す
。

「
電
気
の
ふ
る
さ
と
じ
ま
ん
市
」
は
、
電

源
地
域
市
町
村
が
果
た
し
て
い
る
社
会
的

役
割
お
よ
び
豊
か
な
自
然
や
文
化
を
広
く

紹
介
す
る
と
と
も
に
、
各
地
域
の
特
産
品

の
販
路
拡
大
や
電
力
消
費
地
と
の
交
流
促

進
に
よ
る
電
源
地
域
の
産
業
育
成
・
強
化

の
支
援
を
目
的
に
、
毎
年
開
催
し
て
い
る

も
の
で
す
。

　

今
年
度
は
、
二
百
十
九
市
町
村
の
参
加

が
予
定
さ
れ
て
お
り
、

会
場
内
に
は
特
産
品
の

展
示
即
売
お
よ
び
各
地

じ
ま
ん
の
食
べ
物
・
飲

み
物
を
そ
の
場
で
味
わ

え
る
実
演
販
売
、
郷
土

芸
能
を
披
露
す
る
「
じ

ま
ん
ス
テ
ー
ジ
」
な
ど

の
ほ
か
、
出
展
市
町
村

へ
の
交
流
促
進
の
た
め

の
観
光
Ｐ
Ｒ
コ
ー
ナ
ー

も
開
設
し
ま
す
。

　

ぜ
ひ
こ
の
機
会
に
電

源
地
域
に
つ
い
て
い
っ
そ
う
知
っ
て
い
た

だ
き
、
ま
た
、
各
地
の
特
産
品
や
郷
土
芸

能
に
触
れ
て
く
だ
さ
い
。

　

入
場
は
無
料
で
す
。
皆
さ
ま
の
お
越
し

を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ
先
■

㈶
電
源
地
域
振
興
セ
ン
タ
ー
内

電
気
の
ふ
る
さ
と
じ
ま
ん
市
事
務
局

０
３
‐
５
５
６
２
‐
９
８
１
２

e-m
ail : jim

an-ichi@
div.dengen.or.jp

http://w
w
w
.jim
an-ichi.com

昨年の「電気のふるさとじまん市」会場風景

　

㈶
電
源
地
域
振
興
セ
ン
タ
ー
で
は
、
電

源
地
域
に
お
け
る
企
業
立
地
な
ど
を
支
援

し
て
い
ま
す
。

　

ま
ず
、
企
業
に
対
し
て
は
、
各
種
イ
ベ

ン
ト
へ
の
ブ
ー
ス
出
展
や
企
業
説
明
会
な

ど
を
通
じ
て
電
源
地
域
に
お
け
る
立
地
環

境
や
支
援
制
度
情
報
を
総
合
的
に
提
供
し

て
い
ま
す
。
ま
た
、
立
地
意
向
の
あ
る
企

業
に
対
し
て
は
直
接
訪
問
し
、
候
補
と
な

る
電
源
地
域
が
用
意
す
る
優
遇
措
置
や
事

業
環
境
等
の
Ｐ
Ｒ
、
工
業
団
地
情
報
の
提

供
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

自
治
体
に
対
し
て
は
、
最
新
の
企
業
立

地
意
向
や
業
界
の
動
向
を
踏
ま
え
、
企
業

ニ
ー
ズ
に
合
っ
た
立
地
環
境
整
備
を
図
っ

て
い
た
だ
く
た
め
、
製
造
業
を
中
心
に
毎

年
三
万
社
を
対
象
と
す
る
企
業
の
地
方
立

地
意
向
調
査
を
実
施
し
、
分
析
・
整
理
の

上
で
情
報
提
供
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
特
定
市
町
村
の
要
望
に
基
づ

き
企
業
誘
致
方
策
を
検
討
す
る
「
企
業
導

入
実
行
計
画
調
査
」 

な
ど
も
実
施
し
て
い

ま
す
。

　

こ
の
ほ
か
、
電
源
地
域
へ
の
誘
致
活
動

資
料
と
し
て
「
電
源
地
域
工
業
団
地
ガ
イ

ド
」
を
発
行
す
る
と
と
も
に
、
企
業
の
希

望
条
件
に
合
っ
た
団
地
の
検
索
が
で
き
る

サ
イ
ト
を
当
セ
ン
タ
ー
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

上
で
公
開
し
、
広
く
Ｐ
Ｒ
し
て
い
ま
す
。

（http://w
w
w
.dengen.or.jp/htm

l/
fac/index.htm

l

）

　

当
セ
ン
タ
ー
で
は
、
地
域
特
性
を
生
か

し
た
提
案
型
誘
致
を
実
現
す
る
た
め
、
今

後
も
各
地
域
の
皆
さ
ま
と
連
携
を
密
に
し
、

相
互
情
報
交
換
を
行
っ
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

　

企
業
誘
致
支
援
な
ど
に
つ
い
て
の
お
問

い
合
わ
せ
・
ご
相
談
は
こ
ち
ら
ま
で
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ
先
■

㈶
電
源
地
域
振
興
セ
ン
タ
ー
企
業
誘
致
室

０
３
‐
５
５
６
２
‐
９
７
１
４

e-m
ail : yuuchi1@

div.dengen.or.jp

見本市会場における出展ブースと説明の風景

　

㈶
電
源
地
域
振
興
セ
ン
タ
ー
で
は
、

毎
年
電
源
地
域
の
長
期
的
・
自
立
的
な

振
興
を
担
う
人
材
の
育
成
を
目
的
に
研

修
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。
今
年
度
は

二
十
六
件
の
様
々
な
テ
ー
マ
で
、
先
進

地
事
例
の
紹
介
な
ど
実
務
的
な
研
修
を

実
施
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
本
年
八
月
九
日
㈫
・
十
日
㈬

に
か
け
て
当
セ
ン
タ
ー
研
修
室
で
行
わ

れ
ま
し
た
研
修
№
６
「
住
民
と
行
政
が

一
体
と
な
っ
た
地
域
づ
く
り
の
進
め
方

（「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ビ
ジ
ネ
ス
」
の
活

用
）」
の
中
か
ら
、
初
日
の
講
義
要
旨

を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

当
日
は
、
北
海
道
か
ら
沖
縄
ま
で
の

全
三
十
七
市

町
村
か
ら
定

員
を
上
回
る

五
十
一
名
の

方
が
参
加
さ

れ
、
講
義
や

ワ
ー
ク
シ
ョ

ッ
プ（
実
務
・

演
習
）、
事

例
研
究
な
ど

大
変
熱
の
こ

も
っ
た
実
り

の
多
い
研
修

が
実
施
さ
れ

ま
し
た
。

■「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ビ
ジ
ネ
ス
」と
は

　

こ
の「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ビ
ジ
ネ
ス
」

の
定
義
は
「
自
ら
の
地
域
を
元
気
に
す

る
住
民
主
体
の
地
域
事
業
」
で
す
。
行

政
や
大
企
業
が
中
心
に
な
っ
て
ま
ち
づ

く
り
を
す
る
の
で
は
な
く
、
住
民
が
主

体
と
な
っ
て
自
分
た
ち
で
事
業
を
起
こ

し
、
地
域
力
の
向
上
を
導
き
出
し
て
い

く
こ
と
を
意
味
し
ま
す
。

「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ビ
ジ
ネ
ス
」
は
、

従
来
の
無
償
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
は
異
な

り
ま
す
。
小
さ
い
な
が
ら
も
経
済
活
動

で
す
の
で
、
そ
こ
に
は
対
価
が
伴
い
、

責
任
が
生
じ
ま
す
。
こ
の
よ
い
意
味
で

の
緊
張
感
が
継
続
性
を
も
た
ら
し
、
継

続
性
は
信
頼
性
を
生
み
出
し
ま
す
。
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
中
に
ビ
ジ
ネ
ス
の
視

点
を
入
れ
、
住
民
が
主
体
と
な
っ
て
地

域
を
再
生
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
も

の
が
「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ビ
ジ
ネ
ス
」

で
す
。

■「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ビ
ジ
ネ
ス
」の
効
果

　

こ
う
し
た
「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ビ
ジ

ネ
ス
」
に
は
、
次
の
よ
う
な
効
果
が
あ

り
ま
す
。

①
人
間
性
の
回
復

・
自
己
実
現
（「
働
き
が
い
」
や
「
生

き
が
い
づ
く
り
」）

・
人
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
形
成
、
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
ー
意
識
の
高
揚

②
社
会
問
題
の
解
決

・
ニ
ー
ズ
に
あ
っ
た
社
会
サ
ー
ビ
ス
の

提
供

・
環
境
負
荷
の
低
減
、
環
境
保
全

③
文
化
の
継
承
・
創
造

・
知
恵
や
ノ
ウ
ハ
ウ
の
蓄
積

・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
多
様
性
や
独
自

の
文
化
を
創
造

・
ま
ち
の
整
備

④
経
済
的
基
盤
の
確
立

・
遊
休
の
技
術
や
資
源
が
循
環

・
雇
用
の
維
持
、
創
出

・
地
域
に
対
す
る
投
資

■
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
規
模

「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ビ
ジ
ネ
ス
」
は
、

例
え
ば
一
人
の
人
間
が
地
域
の
問
題
に

気
づ
き
活
動
す
る
こ
と
か
ら
始
ま
り
ま

す
。
そ
こ
に
人
々
が
集
ま
り
、
ク
ラ
ブ

や
協
同
組
合
な
ど
が
生
ま
れ
、
さ
ら
に

社
会
的
企
業
へ
発
展
し
て
い
き
ま
す
。

ま
さ
に
、
行
政
、
企
業
、
市
民
の
各

セ
ク
タ
ー
の
総
力
戦
で
す
。
こ
の
中
に

は
寄
付
行
為
な
ど
を
行
う
「
後
援
者
」、

投
資
、経
営
に
参
加
す
る「
パ
ー
ト
ナ
ー
」、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
協
力
す
る「
支
持
者
」、

投
資
や
補
助
金
を
あ
っ
せ
ん
す
る
「
銀

行
家
」
な
ど
が
含
ま
れ
ま
す
。

　

地
域
の
問
題
や
課
題
解
決
の
た
め
に

実
施
し
て
い
る
活
動
の
意
味
か
ら
、
得

ら
れ
た
余
剰
利
益
は
地
域
に
還
元
さ
れ

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
ま
た
事
業
が

成
長
し
て
も
売
上
高
、
従
業
員
数
は
適

正
規
模
で
継
続
さ
せ
ま
す
。

　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
・
エ
リ
ア
は
二
十

分
以
内
で
集
ま
れ
る
中
学
校
区
ぐ
ら
い

が
ち
ょ
う
ど
よ
い
か
と
思
い
ま
す
。
職

住
近
接
で
顔
の
見
え
る
関
係
の
中
で
等

身
大
の
活
動
や
事
業
を
ど
れ
ほ
ど
つ
く

っ
て
い
け
る
か
が
重
要
で
す
。

■
成
功
へ
の
道

　

事
業
と
し
て
取
り
組
む
に
は
、
企
業

的
経
営
感
覚
が
必
要
に
な
っ
て
き
ま
す
。

そ
の
た
め
に
は
、
ワ
ー
カ
ー
と
マ
ネ
ジ

ャ
ー
を
分
け
て
育
成
し
た
り
、
マ
ネ
ジ

ャ
ー
を
公
募
す
る
と
い
っ
た
こ
と
も
必

要
で
す
。
マ
ネ
ジ
ャ
ー
は
、
補
助
金
や

寄
付
金
の
獲
得
な
ど
も
行
い
、
収
益
事

業
と
し
て
の
確
立
を
図
り
ま
す
。

　

こ
の
ほ
か
、
協
働
に
よ
る
起
業
や
複

数
の
事
業
に
よ
る
収
支
バ
ラ
ン
ス
の
調

整
、
自
治
体
や
企
業
な
ど
の
積
極
的
な

ア
ウ
ト
ソ
ー
シ
ン
グ
も
成
功
へ
の
重
要

な
要
素
と
な
り
ま
す
。

　

ま
ず
は
三
年
な
り
五
年
と
一
定
期
間

を
決
め
て
、
一
生
懸
命
や
っ
て
み
る
こ

と
で
す
。
結
果
が
出
な
け
れ
ば
、撤
退
・

見
直
し
を
す
る
と
い
っ
た
決
断
の
潔
ぎ

よ
さ
も
必
要
で
す
。

【
著
書
・
公
職
等
】

「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ビ
ジ
ネ
ス
」（
単
著
、
中
央

大
学
出
版
部
、一
九
九
九
年
）

「
地
域
を
元
気
に
す
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ビ
ジ

ネ
ス
」（
編
著
、ぎ
ょ
う
せ
い
、二
〇
〇
一
年
）

「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ビ
ジ
ネ
ス
起
業
マ
ニ
ュ
ア

ル
」（
共
著
、
二
〇
〇
三
年
、
ぎ
ょ
う
せ
い
）等
。

内
閣
府
男
女
共
同
参
画
局
女
性
起
業
ア
ド
バ

イ
ザ
ー
な
ど
多
く
の
公
職
を
歴
任
。

http://w
w
w
.hosouchi.com

/

※講師につきましては、現在、調整をしております。 

住民と行政が一体となった地域づくり 

の進め方（NPOとの協働を考える） 
平成18年1月 40名 

循環型社会形成に向けた 
地域づくりを考える 

平成18年2月 40名 

研修テーマ 研修期日 定員 

（財）電源地域振興センター 研修室で実施される今後の研修（予定） ㈶電源地域振興センター 研修室で実施される今後の研修（予定）



電気のふるさと 18

セ
ン
タ
ー
掲
示
板

19 電気のふるさと

国
の
伝
統
的
工
芸
品
！

鳴
子
こ
け
し
と
鳴
子
漆
器

宮
城
県
鳴
子
町

　

鳴
子
町
は
宮
城
県
の
北
西
部
に
位
置
し
、

千
年
以
上
も
前
か
ら
湯
治
場
と
栄
え
て
き

た
温
泉
の
町
で
す
。
四
季
の
変
化
を
楽
し

め
る
鳴
子
峡
や
日
本
有
数
の
酸
性
湖
「
潟

沼
」な
ど
見
ど
こ
ろ
も
多
く
、訪
れ
る
人
々

の
心
を
魅
了
し
て
い
ま
す
。

　

鳴
子
町
で
は
、
豊
か
な
自
然
に
恵
ま
れ

た
暮
ら
し
の
中
か
ら
、
こ
れ
ま
で
に
た
く

さ
ん
の
手
作
り
の
品
が
生
み
出
さ
れ
て
き

ま
し
た
。
中
で
も
「
鳴
子
こ
け
し
」
と
「
鳴

子
漆
器
」
は
、
国
の
伝
統
的
工
芸
品
に
指

定
さ
れ
て
お
り
、
毎
年
九
月
の
第
一
土
・

日
曜
日
に
「
全
国
こ
け
し
祭
り
」、「
鳴
子

漆
器
展
」が
開
催
さ
れ
街
中
が
賑
わ
い
ま
す
。

「
鳴
子
こ
け
し
」
は
宮
城
伝
統
こ
け
し
の

一
つ
で
、
首
を
回
す
と
キ
ュ
キ
ュ
と
鳴
り
、

胴
が
ど
っ
し
り
と
し
て
清
楚
で
優
し
げ

な
表
情
が
特
徴
で
す
。
こ
け
し
は
東
北

地
方
の
温
泉
地
を
中
心
に
、
厳
し
い
気

候
風
土
か
ら
生
ま
れ
、
子
ど
も
た
ち
の

健
や
か
な
成
長
を
願
い
木き

地じ

師し

た
ち
に

よ
っ
て
作
ら
れ
て
き
ま
し
た
。
現
在
で

も
数
多
く
の
工
人
達
が
伝
統
を
守
り
な

が
ら
表
情
豊
か
な
こ
け
し
を
作
っ
て
い

ま
す
。

　

ま
た
、「
鳴
子
漆
器
」
は
江
戸
時
代
の

寛
永
年
間
の
創
業
と
伝
え
ら
れ
、
岩
出
山

藩
主
伊
達
家
の
家
臣
を
京
都
に
派
遣
し
、

塗
り
の
技
術
を
修
得
さ
せ
た
こ
と
か
ら
始

ま
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
現
在
は
欅

け
や
き

を
は
じ
め
、
栃
、桑
な
ど
を
材
料
に
椀わ

ん

、盆
、

膳
を
作
っ
て
い
ま
す
。「
鳴
子
漆
器
」の
塗

り
の
手
法
と
し
て
は
、
伝
統
の
技
法
を
生

か
し
た
木
地
呂
塗
り
や
拭ふ

き

漆
塗
り
を
は
じ

め
、
変
わ
り
塗
り
と
も
い
わ
れ
る
竜

り
ゅ
う

文も
ん

塗

り
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ
先
■

鳴
子
町
役
場　

観
光
農
林
課

０
２
２
９
‐
８
２
‐
２
０
２
６

http://w
w
w
.tow
n.naruko.m

iyagi.jp/

厳
選
北
信
州
木
島
平
産

丸
大
豆
生き

醤じ
ょ
う

油ゆ

と
ヤ
ー
コ
ン
焼
酎
！

長
野
県
木
島
平
村

　

丸
大
豆
生
醤
油
は
、
有
機
減
農
薬
栽
培

の
木
島
平
産
大
豆
と
小
麦
、
村
内
の
内
山

地
区
の
名
水
【
龍り

ゅ
う

興こ
う

寺じ

清
水
】
を
主
原
料

と
し
て
お
り
、
天
日
塩
と
と
も
に
七
尺
の

杉
お
け
で
仕
込
む
と
い
う
伝
統
的
な
技
法

で
、
冬
の
寒
い
時
期
か
ら
長
期
に
わ
た
っ

て
天
然
熟
成
し
た
醤
油
で
す
。
木
島
平
の

清
ら
か
な
空
気
と
肥
よ
く
な
大
地
が
生
み

出
す
厳
選
素
材
、
そ
し
て
匠た

く
み

の
技
の
絶
妙

な
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
是
非
お
試
し
く

だ
さ
い
。

　

ま
た
、
丸
大
豆
生
醤
油
と
と
も
に
、
人

気
を
博
し
て
い
る
の
が
、
ヤ
ー
コ
ン
焼
酎

で
す
。
ヤ
ー
コ
ン
は
、
南
米
ア
ン
デ
ス
地

方
原
産
の
植
物
で
草
丈
一
・
五
〜
二
メ
ー

ト
ル

に

な
る
キ
ク
科
の
野
菜
で
す
。
比
較
的
病
害

虫
に
強
く
、
無
農
薬
（
土
壌
消
毒
・
除
草

剤
も
不
使
用
）
で
栽
培
し
て
い
ま
す
。
地

中
に
は
さ
つ
ま
い
も
に
似
た
芋
が
で
き
、

シ
ャ
キ
シ
ャ
キ
し
た
梨
の
よ
う
な
食
感
で

す
。
フ
ラ
ク
ト
オ
リ
ゴ
糖
、
食
物
繊
維
、

ポ
リ
フ
ェ
ノ
ー
ル
を
豊
富
に
含
ん
で
い
ま

す
の
で
、
腸
内
の
善
玉
菌
を
増
や
し
、
腸

を
活
性
化
さ
せ
便
通
の
改
善
に
効
果
が
あ

る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
生
食
は
も
ち
ろ

ん
、
煮
物
、
揚
げ
物
、
野
菜
ジ
ュ
ー
ス
な

ど
調
理
法
は
さ
ま
ざ
ま
で
す
。

　

木
島
平
村
で
は
、
三
年
ほ
ど
前
か
ら
ヤ

ー
コ
ン
の
栽
培
を
始
め
て
お
り
、
こ
の
地

中
に
で
き
る
ヤ
ー
コ
ン
芋
を
原
料
に
し
て

本
格
焼
酎
「
や
ー
魂
」（
乙
類
）
を
、
魂

を
込
め
て
作
っ
て
い
ま
す
。
さ
っ
ぱ
り
し

た
飲
み
口
と
、
ほ
の
か
に
香
る
甘
い
香
り

が
特
徴
で
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ
先
■

木
島
平
村
役
場

産
業
課
有
機
の
里
推
進
係　

０
２
６
９
‐
８
２
‐
３
１
１
１

http://w
w
w
.kijim

adaira.jp/

鳴子こけし

丸大豆生醤油
1ℓ 470円（税込）

ヤーコン焼酎
720㎖ 1,260円（税込）
1.8ℓ　2,310円（税込）

鳴子漆器

当
セ
ン
タ
ー
事
業
を
ご
利
用
い
た

だ
け
る
電
源
市
町
村
が
確
定

　

㈶
電
源
地
域
振
興
セ
ン
タ
ー
の
事
業
を

ご
利
用
い
た
だ
け
る
電
源
市
町
村
が
、
こ

の
ほ
ど
確
定
い
た
し
ま
し
た
。
事
業
の
対

象
と
な
る
電
源
地
域
は
、
建
設
準
備
中
・

工
事
中
・
運
転
中
の
発
電
所
な
ど
が
所
在

す
る
市
町
村
と
そ
の
周
辺
市
町
村
で
す
。

平
成
十
七
年
四
月
現
在
、
こ
の
よ
う
な
電

源
地
域
は
、
全
国
に
九
百
十
八
あ
り
、
全

市
町
村
の
約
四
割
を
占
め
て
い
ま
す
。 　

　

事
業
が
ご
利
用
い
た
だ
け
る
具
体
的
な

市
町
村
に
つ
い
て
の
お
問
い
合
わ
せ
は
下

記
ま
で
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。 

読
者
プ
レ
ゼ
ン
ト

　

今
号
の
「
電
源
地
域
の
サ
ク
セ
ス
ス
ト

ー
リ
ー
Ⅰ
」
で
ご
紹
介
し
た
鹿
児
島
県
阿

久
根
市
の
文
旦
（
二
個
一
箱
）
を
、
取
材

先
の
ご
厚
意
に
よ
り
五
名
様
に
プ
レ
ゼ
ン

ト
い
た
し
ま
す
。
と
じ
込
み
の
ア
ン
ケ
ー

ト
ハ
ガ
キ
に
本
紙
へ
の
ご
意
見
、
ご
感
想

な
ど
を
ご
記
入
の
上
、十
一
月
三
十
日（
消

印
有
効
）
ま
で
に

お
送
り
く
だ
さ
い
。

な
お
、 

当
選
の
発

表
は
発
送
を
も
っ

て
代
え
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

㈶
電
源
地
域
振
興
セ
ン
タ
ー
会
長

交
代
の
お
知
ら
せ

　

平
成
十
七
年
六
月
二
十
九
日
開
催
の
第

三
十
七
回
理
事
会
に
お
い
て
、
勝
俣
恒
久

理
事
（
電
気
事
業
連
合
会
会
長
）
が
第
七

代
会
長
に
就
任
い
た
し
ま
し
た
。

【
編
集
後
記
】

「
電
気
の
ふ
る
さ
と
」
に
は
、
豊
か
な
自
然
、

山
海
の
幸
、
由
緒
あ
る
伝
統
文
化
、
そ
し
て
何

よ
り
も
こ
れ
ら
の
資
源
を
ひ
た
む
き
に
守
り
続

け
て
い
る
人
々
が
い
ま
す
。
そ
し
て
、
各
地
域

が
試
行
錯
誤
を
繰
り
返
し
な
が
ら
、「
地
域
活
力

の
向
上
」
に
全
力
で
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
今

号
の
特
集
で
ご
紹
介
し
た
鹿
児
島
県
阿
久
根
市
、

京
都
府
美
山
町
の
皆
さ
ま
も
そ
う
い
っ
た
方
々

で
す
。
取
材
に
対
し
て
は
悠
然
と
応
え
て
い
た

だ
き
ま
し
た
が
、
無
か
ら
有
を
生
み
出
し
、
さ

ら
に
点
を
線
に
変
え
て
い
く
の
は
、
本
当
に
強

い
信
念
が
な
け
れ
ば
で
き
な
い
こ
と
で
し
ょ
う
。

皆
さ
ま
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

本
誌
で
は
、
皆
さ
ま
の
町
の
地
域
振
興
に
関

す
る
話
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
の

試
み
、
成
功
、
失
敗
な
ど
、
ど
ん
な
こ
と
で
も

結
構
で
す
。
そ
し
て
読
ん
だ
方
が
何
か
ヒ
ン
ト

を
得
ら
れ
る
よ
う
な
誌
面
に
な
る
よ
う
私
た
ち

も
精
一
杯
頑
張
り
た
い
と
思
い
ま
す
。（
Ｋ
）

会長　勝俣　恒久

長野県 

木島平村 

宮城県 

鳴子町 

（商品イメージ）

■
お
問
い
合
わ
せ
■

㈶
電
源
地
域
振
興
セ
ン
タ
ー

企
画
・
情
報
管
理
課

０
３
‐
５
５
６
２
‐
９
７
３
０

e-m
ail : kikaku@

div.dengen.or.jp

工業 
集積度 

8未満 

　 範　囲 

所在市町村 
および 
その周辺市町村 

所在市町村 

所在市町村 
および 
その周辺市町村 

所在市町村 
および 
その周辺市町村 

認可出力 

35万kw以上 

1千kw以上 

1万kw以上 

8万kw以上 

電源地域の主な要件 

※平成15年改正前の発電用施設周辺地域整備
法（旧整備法）により地点指定されている火力
発電施設（沖縄県を除く）の所在市町村および
その周辺市町村は引き続き対象。 

原子力 

水　力 

地　熱 

火　力 
（沖縄県 
に限る）※ 

人事往来
経済産業省（8月～9月分）抄
●平成17年8月8日付
氏名 （新） （旧）

草桶 左信 貿易経済協力局資金協力課長 資源エネルギー庁電力・ガス事業部
  電力基盤整備課長
後藤 　収 資源エネルギー庁電力・ガス事業部 内閣府企画官（政策統括官（科学技術
 電力基盤整備課長 政策担当）付参事官（原子力担当）付）

●平成17年9月6日付
氏名 （新） （旧）

松永 和夫 大臣官房総括審議官 原子力安全・保安院長
広瀬 研吉 原子力安全・保安院長 物質・材料研究機構理事
薦田 康久 原子力安全・保安院審議官 大臣官房地域経済産業審議官
 （原子力安全・核燃料サイクル担当）
塚本芳昭 四国経済産業局長 経済産業政策局地域経済産業グループ
  立地環境整備課長
寺坂 信昭 原子力安全・保安院次長 大臣官房審議官（経済産業政策局担当）
井田 久雄 文部科学省 原子力安全・保安審議官
 （大臣官房審議官（研究開発局担当）） （原子力安全・核燃料サイクル担当）
江越 博昭 大臣官房付・辞職 四国経済産業局長
三代 真彰 大臣官房付・辞職 原子力安全・保安院次長

電源立地都道府県知事（8月～9月選挙分）
県名 氏名 当選月日

茨城 橋本 　昌 9月12日

電源地域市町村首長（8月～9月選挙分）
市町村名 氏名 当選月日

犀川町（福岡） 白石 春夫 8月 7日
印南町（和歌山） 久保井 始 8月 7日
塩山市（山梨） 田辺 　篤 8月 7日
隼人町（鹿児島） 津田和 操 8月16日
安芸市（高知） 松本 憲治 8月21日
本別町（北海道） 高橋 正夫 8月22日
白川町（岐阜） 今井 良博 8月23日
山内村（秋田） 佐藤 　繁 8月23日
松山町（山形） 佐々木 藤正 8月23日
高浜市（愛知） 森　 貞述 8月28日
美濃加茂市（岐阜） 渡辺 直由 8月28日
北川町（宮崎） 染矢 俊一 8月28日
仁淀川町（高知） 藤崎 富士登 8月28日
西尾市（愛知） 中村 晃毅 9月 4日
いわき市（福島） 櫛田 一男 9月11日
東海村（茨城） 村上 達也 9月11日
広川町（和歌山） 白倉 　充 9月11日
十和村（高知） 酒井 節夫 9月12日
士別市（北海道） 田苅子 進 9月18日
志賀町（石川） 細川 義雄 9月20日
知多市（愛知） 加藤 　功 9月25日
下郷町（福島） 湯田 雄二 9月25日
北橘村（群馬） 木村 栄一 9月27日


